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　一　
緒　
　
言
　
明
清
時
代
に
お
い
て
徽
州
商
人
が
全
国
の
名
を
馳
せ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
徽
州
商
人
が
得
意
と
し
た
の
は
鹽
商
の
分
野
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
彼
等
は
明
代
以
降
の
中
国
社
会
に
お
い
て
新
衣
料
と
さ
れ
た
棉
布
に
も
強
い
関
心
を
も
っ
た
。
と
り
わ
け
江
南
デ
ル
タ
で
生
産
さ
れ
た
木
棉
は
清
代
以
降
南
京
棉
布
（N
ankeen
C
loth,N
ankeens
 
        
       
       
）
と
し
て
欧
米
世
界
ま
で
廣
く
知
ら
れ
、
世
界
の
新
衣
料
と
注
目
さ
れ
た
。
徽
州
商
人
の
出
身
地
は
、
そ
の
江
南
に
は
地
理
的
に
近
距
離
で
あ
っ
た
た
め
早
く
か
ら
江
南
と
り
わ
け
現
在
の
上
海
地
区
に
進
出
し
て
棉
布
を
取
り
扱
っ
て
い 
る 
。
　
①
　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
徽
州
商
人
と
上
海
棉
布
業
と
の
関
係
及
び
、
民
国
時
代
に
あ
っ
て
も
上
海
棉
布
業
に
関
係
し
た
徽
州
商
人
の
一
人
汪
寛
也
と
上
海
の
布
業
公
所
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
　
二　
明
清
時
代
の
徽
州
商
人
と
上
海
棉
布
　
棉
布
の
中
国
に
お
け
る
流
行
の
概
要
は
明
・
丘
叡
の
『
大
学
衍
義
補
』
巻
二
十
二
、
貢
賦
之
常
に
、
　
　
蓋
自
古
中
國
所
以
為
衣
者
、
絲
麻
葛
褐
四
者
已
。
漢
唐
之
世
、
遠
夷
雖
以
木
綿
入
貢
、
中
國
未
有
其
種
、
明
未
以
為
服
。
官
未
以
為
調
。
宋
元
之
間
、
始
傳
其
種
入
中
國
。
關
陝
・ 
廣
、
首
得
其
利
、
蓋
此
物
出
外
夷
、 
廣
海
通
舶
商
、
關
陝
壌
接
西
域
故
也
。
然
是
時
猶
未
以
為
征
賦
。
故
宋
・
元
史
食
貨
志
、
皆
不
載
。
至
我
朝
（
明
）、
其
種
乃 
布
于
天
下
。
地
無
南
北
、
皆
宜
之
。
人
無
貧
富
、
皆
頼
之
。
其
利
視
絲
麻
、
蓋
百
倍
焉
。
と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
国
内
で
棉
布
が
一
般
に
普
及
す
る
の
は
明
代
以
降
で
あ
っ
た
。
　
正
徳
『
松
江
府
志
』
巻
五
、
物
産
に
、
　
　
木
綿　
本 
廣
可
為
布
。
宋
時
郷
人
、
始
傳
其
種
於
烏
泥
鎮
。
今
沿
海
高
郷
多
植
之
。
と
あ
り
、
江
南
デ
ル
タ
に
は
福
建
、
広
東
方
面
か
ら
伝
来
し
、
宋
代
に
は
松
江
府
の
人
が
烏
泥
鎮
に
も
た
ら
し
て
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
明
代
正
徳
年
間
（
一
五
〇
六
一
五
二
一
）
に
は
長
江
河
口
の
高
郷
即
ち
高
低
地
で
は
ほ
ぼ
棉
花
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
　
同
書
、
巻
五
、
物
産
、
布
の
木
綿
布
に
は
、
　
　
昔
丁
氏
者
所
織
、
尤
精
。
號
丁
娘
子
布
、
遠
近
有
名
。
宣
徳
間
、
巡
撫
侍
郎
周
忱
奏
、
以
布
折
税
疋
、
准
二
石
以
便
。
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二
一
徽
商
汪
寛
也
と
上
海
棉
布
松　
浦　
　
　
章
と
あ
り
、
丁
氏
の
織
っ
た
棉
布
が
製
品
と
し
て
も
質
が
良
い
た
め
丁
娘
子
布
と
し
て
各
地
で
有
名
で
あ
っ
た
。
宣
徳
年
間
（
一
四
二
六
一
四
三
五
）
に
お
い
て
巡
撫
の
周
忱
の
政
策
に
よ
り
棉
布
が
折
納
対
象
品
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
明
の
談
遷
『 
林
雑
俎
』
智
集
、
松
江
布
に
お
い
て
も
、
　
　
成
化
間
、
松
江
人
以
布
餉
貴
、
近
流
聞
禁
庭
。
…
一
匹
有
費
白
金
百
両
者
。
孝
宗
在
東
宮
、
深
知
其
弊
、
即
位
首
罷
之
。
と
あ
り
、
成
化
年
間
（
一
四
六
五
一
四
八
七
）
に
お
い
て
、
松
江
棉
布
が
北
京
の
宮
廷
ま
で
流
行
し
、
一
匹
白
金
百
両
も
す
る
高
価
な
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
皇
太
子
時
代
に
そ
の
弊
害
を
聞
知
し
た
孝
宗
・
弘
治
帝
は
即
位
の
初
め
に
高
価
な
棉
布
の
宮
廷
に
お
け
る
使
用
を
禁
止
し
た
と
さ
れ
る
。
同
じ
く
同
書
に
、
　
　
松
江
細
布
、
輸
京
十
二
萬
三
千
八
百
六
十
匹
有
奇
、
華
亭
六
萬
五
千
一
百
匹
有
奇
。
上
海
四
萬
二
千
七
百
二
十
匹
有
奇
。
青
浦
二
萬
三
千
四
十
匹
有
奇
。
萬
暦
初
、
加
八
千
匹
。
と
あ
り
、
明
代
に
お
い
て
松
江
府
治
下
の
華
亭
縣
、
上
海
縣
、
青
浦
縣
か
ら
北
京
に
二
十
五
萬
匹
ほ
ど
の
棉
布
が
移
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
清
代
に
お
け
る
松
江
棉
布
は
、
葉
夢
珠
の
『
閲
世
編
』
巻
七
、
食
貨
四
に
お
い
て
、
　
　
吾
邑
地
産
木
棉
、
行
於
浙
西
諸
郡
、
紡
績
成
布
、
衣
被
天
下
、
而
民
間
賦
税
、
公
私
之
費
、
亦
頼
以
済
、
故
種
植
之
廣
、
與
粳
稲
等
。
と
あ
り
、
上
海
周
辺
で
産
出
さ
れ
る
木
綿
は
浙
江
省
西
部
に
お
い
て
も
み
ら
れ
、
紡
績
し
て
棉
布
と
し
て
全
国
に
移
出
さ
れ
て
い
た
た
め
、
民
間
で
は
田
作
に
よ
る
納
税
よ
り
も
、
棉
布
生
産
に
よ
る
納
税
に
依
拠
し
て
い
た
と
さ
れ
る
状
況
が
あ
っ
た
。
　
江
南
デ
ル
タ
に
お
け
る
棉
布
生
産
に
関
し
て
、
乾
隆
四
十
年
（
一
七
七
五
）
の
高
晋
の
「
請
海
彊
禾
棉
兼
種
疏
」
に
、
　
　
窃
照
大
江
以
南
、
江
寧
・
鎮
江
・
常
州
・
蘇
州
府
属
地
方
、
土
多
沃
壌
、
民
習
耕
種
、
且
能
手
藝
営
生
、
衣
食
足
資
利
頼
、
惟
松
江
府
・
太
倉
州
・
海
門
庁
・
通
州
並
所
属
之
各
縣
、 
近
海
濱
、
率
以
沙
漲
之
地
、
宜
種
棉
花
、
是
以
種
花
者
多
、
而
種
稲
者 
少 
。
　
②
と
あ
る
よ
う
に
、
長
江
河
口
以
南
に
お
い
て
南
京
、
鎮
江
、
常
州
、
蘇
州
等
の
地
域
は
水
田
耕
作
に
適
し
て
い
た
が
、
松
江
府
、
太
倉
州
等
の
地
域
で
は
棉
作
に
適
し
、
稲
作
に
は
適
し
て
い
な
か
っ
た
。
　
こ
れ
ら
松
江
府
、
太
倉
州
等
治
下
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
棉
布
の
販
運
商
品
と
し
て
の
価
値
を
徽
州
商
人
が
見
過
す
は
ず
が
無
か
っ
た
。
　
徽
州
商
人
が
上
海
近
郊
の
地
域
か
ら
棉
布
を
各
地
に
搬
出
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
記
事
は
、『
錢
門
塘
郷
志
』
巻
一
、
風
俗
に
、
　
　
丁
純
布　
紗
細
工
良
、
明
時
有
徽
商 
居
里
中
収
買
販
。
と
あ
り
、
上
海
近
郊
の
嘉
定
縣
治
下
の
錢
門
塘
に
明
代
に
は
徽
州
商
人
が
居
住
し
て
、
同
地
で
産
出
さ
れ
る
丁
純
布
と
呼
称
さ
れ
た
棉
布
を
各
地
に
搬
出
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
丁
純
布
は
正
徳
『
松
江
府
志
』
巻
五
に
言
う
「
丁
娘
子
布
」
の
伝
播
し
た
形
態
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
　
事
実
、『
滬
城
備
考
』
巻
六
、
神
救
布
商
に
、
　
　
萬
暦
癸
未
、
邑
有
新
安
布
商
、
持
銀
六
百
両
、
寄
載
於
田
荘
船
、
往
周
浦
、
其
銀
為
舟
子
所
窺
。
と
あ
り
、
萬
暦
十
一
年
（
一
五
八
三
）
に
上
海
に
、
新
安
布
商
即
ち
徽
州
の
布
商
人
が
銀
六
百
両
を
持
参
し
て
田
荘
船
で
南
匯
縣
に
在
る
周
浦
に
行
く
と
こ
ろ
、
舟
子
に
所
持
金
を
奪
わ
れ
る
話
で
あ
る
。
徽
州
商
人
が
周
浦
産
の
棉
布
の
商
品
価
値
の
高
さ
を
熟
知
し
て
い
た
具
体
例
と
言
え
る
。
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二
二
　周
浦
で
あ
る
が
、
清
代
の
『
閲
世
編
』
巻
七
、
食
貨
五
に
、
　
　
棉
花
布
、
吾
邑
所
産
、
已
有
三
等
、
而
松
城
之
飛
花
、
尤 
、
眉
織
不
與
焉
。
上
闊
尖
細
者
、
曰
標
布
、
出
於
三
林
塘
者
為
最
精
、
周
浦
次
之
。
と
あ
り
、
上
海
近
郊
で
標
布
と
呼
称
さ
れ
る
棉
布
の
最
上
品
を
産
出
す
る
地
の
一
つ
が
周
浦
で
あ
っ
た
。
徽
州
商
人
が
南
匯
の
周
浦
で
産
出
さ
れ
る
棉
布
を
買
い
付
け
販
売
す
る
一
端
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
　
徽
州
商
人
が
江
南
の
棉
布
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
明
・
汪
道
昆
の
『
太
函
集
』
に
も
見
え
る
徽
州
人
の
伝
記
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
　
『
太
函
集
』
巻
三
十
四
の
「
潘
汀
州
傳
」
に
、
　
　
或
用
鹽
策
、
或
用
憧
布
、
或
用
質
剤
、
周
游
江
淮
呉
越
、
務
協
地
宜
。
と
あ
り
、
徽
州
人
の
潘
汀
州
は
鹽
、
布
や
薬
剤
を
扱
っ
て
江
南
各
地
を
周
遊
し
て
い
た
。
　
『
太
函
集
』
巻
五
十
一
、「
明
故
太
学
生
潘
次
君
曁
配
王
氏
合
葬
墓
志
銘
」
に
、
　
　
以
鹽
策
賈
江
淮
、
質
剤
賈
建
業
、
粟
賈
越
、
布
賈
呉
。
と
あ
り
、
徽
州
人
の
潘
次
君
の
場
合
も
棉
布
を
扱
っ
て
い
た
。
　
『
太
函
集
』
五
十
二
、「
明
故
明
威
将
軍
新
安
衛
指
揮
僉
事
衡
山
程
季
公
墓
志
銘
」
に
、
　
　
東
呉
饒
木
棉
則
用
布
、
維
揚
在
天
下
之
中
則
用
鹽
策
。
と
あ
り
、
江
南
の
木
綿
布
が
徽
州
商
人
に
と
っ
て
関
心
の
高
い
流
通
商
品
で
あ
っ
た
。
　
『
太
函
集
』
五
十
四
、「
明
故
處
士
谿
陽
呉
長
公
墓
志
銘
」
に
、
　
　
吾
郷
賈
者
、
首
魚
鹽
、
次
布
帛
、
販
。
と
あ
り
、
明
代
に
お
い
て
一
般
に
は
徽
州
商
人
の
主
要
な
取
り
扱
い
商
品
は
第
一
が
両
淮
の
鹽
で
あ
り
、
つ
い
で
木
綿
布
、
絹
製
品
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
。
　
品
質
の
良
い
江
南
の
棉
布
の
需
要
は
高
く
、
棉
布
の
加
工
技
術
も
高
度
に
発
達
し
て
い
た
。
蘇
州
の
例
で
あ
る
が
、
棉
布
の
染
色
後
の
し
わ
伸
ば
し
業
も
見
ら
れ
た
。
雍
正
八
年
（
一
七
四
三
）
七
月
二
十
五
日
付
け
の
浙
江
総
督
李
衛
等
の
奏
摺
に
見
え
る
。
　
　
蘇
郡
五
方
雑
處
、
百
貨
聚
匯
、
為
商
賈
通
販
要
津
、
其
中
各
省
青
藍
布
疋
、
倶
于
此
地
、
兌
買
染
色
之
後
、
必
用
大
石
脚
足 
 
光
、
…
蘇
州 
門
外
一
帯
、
充
包
頭
者
共
有
参
百
肆
拾
餘
人
、
設
立 
坊
肆
百
五
十
餘
處
、
毎
坊
容
匠
各
数
拾
人
不
等
、
査
其 
石
已
有
壹
萬
玖
百
餘
塊
、
人
数
稱 
是 
。
　
③
と
あ
る
よ
う
に
、
蘇
州
で
は
染
色
さ
れ
た
棉
布
の
青
藍
布
の
し
わ
を
伸
ば
す
加
工
を
専
門
に
行
う
業
者
が
雍
正
八
年
（
一
七
四
三
）
当
時
、
三
〇
〇
以
上
を
数
え
、
職
人
で
は
一
万
人
以
上
に
な
っ
て
い
た
。
　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
清
代
を
通
じ
て
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
な
く
継
続
さ
れ
て
い
た
。
王
韜
の
『
瀛
需
雑
志
』
巻
二
に
、
　
　
滬
人
生
計
在
木
綿
、
販
輸
遠
及
数
省
、
今
則
且
至
泰
西
各
國
矣
。
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
上
海
人
の
経
済
基
盤
は
木
綿
関
連
の
業
務
で
あ
り
、
上
海
で
生
産
さ
れ
た
棉
布
は
中
国
国
内
の
み
な
ら
ず
、
欧
米
世
界
ま
で
輸
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
南
京
棉
布
の
イ
ギ
リ
ス
で
の
評
価
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
　
　
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
南
京
木
綿
の
反
物
に
は
二
種
類
あ
る
。
幅
の
広
い
の
と
、
幅
の
狭
い
の
と
で
あ
る
。
前
者
は
普
通
に
会
社
（
東
印
度
会
社
）
の
南
京
木
綿
と
言
わ
れ
る
物
で
あ
る
。
そ
し
て
本
国
の
消
費
を
満
足
さ
せ
る
最
上
級
の
種
類
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
上
質
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
高
く
珍
重
さ
れ
て
い
る
。
幅
の
狭
い
方
は
、
比
較
的
僅
か
な
價
格
で
し
か
な 
い 
。
　
④
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二
三
と
さ
れ
、
中
国
産
の
南
京
木
綿
は
高
い
評
価
を
得
て
い
た
。
　
一
七
九
二
年
（
乾
隆
五
十
七
年
）
に
広
東
か
ら
欧
米
各
国
に
輸
出
さ
れ
た
N
ankeen
C
loth
 
        
    
南
京
棉
布
す
な
わ
ち
江
南
産
の
棉
布
の
量
が
知
ら
れ
る
。
　
上
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
八
世
紀
に
お
い
て
江
南
産
の
棉
布
が
大
量
に
欧
米
世
界
に
輸
出
さ
れ
、
世
界
の
新
衣
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
三　
上
海
の
布
業
公
所
　
光
緒
二
年
（
一
八
七
六
）
の
葛
元
煦
の
『
滬
遊
雑
記
』
巻
二
、
花
布
に
、
　
　
松
滬
土
産
以
棉
花
為
大
宗
、
村
荘
婦
女
、
咸
織
小
布
、
為
養
贍
計
。
毎
日
黎
明
、
郷
人
担
花
挈
布
入
市
投
行
者
、
踵
相
接
也
。
交
冬
棉
花
尤
盛
、
行
桟
収
買
、
堆
積
如 
山 
。
　
⑥
と
あ
り
、
松
江
の
上
海
の
土
産
は
棉
花
が
大
宗
で
あ
り
、
村
々
の
婦
女
が
織
布
を
行
っ
て
生
活
の
糧
を
得
て
い
た
。
　
光
緒
三
十
三
年
（
一
九
〇
七
）
の
李
維
清
編
の
『
上
海
郷
土
志
』
第
四
十
二
課
、
物
産
（
花
布
）
に
、
　
　
棉
花
紗
布
乃
邑
産
之
大
宗
。
布
之
種
類
不
一
、
曰
扣
布
、
曰
希
布
、
曰
標
布
、
曰
小
布
、
曰
紫
花
布
、
曰
高
麗
布
、
曰
斜
紋
布
、
曰
正
文
布
、
亦
曰
斗
文
布
、
其
名
各
殊
、
郷
民
頼
之
以
度
日
。
然
近
年
来
洋
布
盛
行
、
土
布
滞
銷
、
可
見
利
源
外
溢 
也 
。
　
⑦
と
あ
る
。
上
海
の
名
産
の
一
つ
が
棉
布
で
あ
り
、
様
々
な
種
類
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
清
末
に
は
外
来
の
洋
布
に
市
場
を
圧
迫
さ
れ
て
い
た
。
　
民
国
七
年
（
一
九
一
八
）『
上
海
縣
續
志
』
巻
八
、
物
産
、
布
之
属
に
上
海
で
生
産
さ
れ
た
棉
布
に
つ
い
て
東
稀
、
西
稀
、
套
布
、
白
生
、
龍
稀
、
蘆
紋
布
、
柳
條
布
、
格
子
布
、
雲
青
布
、
高
麗
布
、
高
麗
巾
、
斗
紋
布
な
ど
の
土
布
の
製
品
名
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
内
販
路
が
知
ら
れ
る
物
を
次
に
あ
げ
て
み
た
い
。
　
　
東
稀
、
…
四
郷
均
有
出
品
、
…
其
銷
於
東
三
省
者
、
…
其
餘
分
銷
各
省
及
南
洋
群
島
、
均
染
色
為
多
。
　
　
西
稀
、
又
名
清
水
布
、
…
出
西
南
各
郷
、
…
銷
東
三
省
・
直
隷
・
山
東
等
處
、
均
本
色
、
近
年
亦
有
染
色
銷
廣
東
者
。
　
　
套
布
、
…
出
本
邑
東
南
各
郷
、
…
銷
東
三
省
及
北
京
・
山
東
・
浙
西
等
處
。
　
　
白
生
、
又
名
小
標
、
出
洋
・
高
行
・
張
家
橋
・
東
溝
等
處
。
…
出
銷
東
三
省
・
山
東
等
處
。
　
　
龍
稀
、
…
出
龍
華
鎮
左
近
、
…
均
銷
本
埠
布
店
門
荘
、
其
後
銷
路
逐
年
逓
減
。
　
　
蘆
紋
布
、
出
塘
彎
閔
行
左
近
各
郷
村
、
…
銷
蘇
・
杭
・
徽
州
等
處
、
五
六
年
前
、
本
埠
亦
通
行
、
近
年
已
逐
漸
減
少
矣
。
　
　
柳
條
布
、
…
出
處
與
蘆
紋
布
同
、
銷
本
埠
。
　
　
格
子
布
、
…
出
處
銷
處
、
同
柳
條
布
。
　
　
雲
青
布
、
…
出
銷
處
亦
同
柳
條
布
。
　
　
高
麗
布
、
…
出
洋
・
金
家
・
張
家
橋
等
處
、
…
銷
廣
東
為
大
宗
。
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二
四
１７９２年広東輸出南京棉布量⑤
南京棉布輸出額南京棉布輸出量広東出港各国船
３０，０００両６０，０００担東インド会社
２，７５０　５，０００　地 方 貿 易 船
１１４，０００　２２８，０００　フ ラ ン ス 船
１７，５００　３５，０００　スウェーデン船
２１，０００　４３，０００　デンマーク船
２３，５００　４７，０００　オ ラ ン ダ 船
１３，７００　２７，４００　ア メ リ カ 船
２，５００　５，０００　ジ ェ ノ バ 船
　
　
高
麗
巾
、
…
本
埠
及
隣
近
各
省 
・
粤
・
山
東
等
處
、
均
有
銷
路
。
　
　
斗
紋
布
、
…
銷
本
埠
及 
・
浙
等
處
。
　
こ
の
よ
う
に
、
東
稀
、
西
稀
、
套
布
、
白
生
、
龍
稀
、
蘆
紋
布
、
柳
條
布
、
格
子
布
、
雲
青
布
、
高
麗
布
、
高
麗
巾
、
斗
紋
布
な
ど
の
土
布
は
上
海
近
郊
の
地
域
で
生
産
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
上
海
産
の
棉
花
布
は
上
海
を
代
表
す
る
産
品
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
全
国
に
販
路
を
持
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
沿
海
航
運
が
極
め
て
便
利
な
東
北
地
方
、
直
隷
、
山
東
、
江
蘇
、
浙
江
、
福
建
、
廣
東
に
重
要
な
供
給
地
域
で
あ
っ
た
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
上
海
産
の
棉
布
は
広
大
な
市
場
を
有
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
全
国
か
ら
の
需
要
に
応
じ
る
た
め
に
上
海
の
重
要
な
供
給
窓
口
に
な
っ
た
の
が
棉
布
を
専
門
に
扱
う
業
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
布
業
公
所
で
あ
る
。
　
上
海
に
お
い
て
棉
布
を
取
り
扱
う
公
所
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
布
業
公
所
で
あ
る
。
民
国
七
年
（
一
九
一
八
）『
上
海
縣
續
志
』
巻
三
、
建
置
下
、
會
館
公
所
に
、
　
　
得
月
楼
、
在
邑
廟
豫
園
、
為
布
業
公
所
、
道
光
三
十
年
、
承
辧
供
布
、
創
始
設
立
。
咸
豊
三
年
、
寇
燬 
居
於
外
、
八
、
九
年
、
建
前
楼
。
十
年
、
園
駐
西
兵
、
又
遭
毀
損
。
同
治
七
年
、
承
糧
執
業
。
十
二
年
、
遷
回
。
其
時
供
布
、
已
帰
官
辧
。
光
緒
九
年
、
磊
石
北
滸
築
環
垣
。
十
七
年
、
重
行
建
閲
、
三
載
落
成
、
上
為
得
月
楼
、
下
為
綺
藻
堂
、
中
奉
城
隍
神
、
庭
列
峯
石
、
五
植
槐
二
、
西
南
隅
有
亭
、
曰
跋
織
。
東
廊
額
曰
月
府
、
後
有
楼
三
楹
、
齋
厨
一
曰
還
縁
居
。
と
あ
り
、
布
業
公
所
が
上
海
豫
園
に
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
、
道
光
三
十
年
（
一
八
五
〇
）
に
は
上
供
用
の
棉
布
を
納
め
る
た
こ
と
を
そ
の
創
立
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
咸
豊
三
年
（
一
八
五
三
）
太
平
天
国
軍
の
余
波
の
影
響
を
受
け
、
ま
た
咸
豊
十
年
（
一
八
六
〇
）
に
は
外
国
軍
が
駐
在
し
た
こ
と
に
よ
り
被
害
を
受
け
て
い
る
。
同
治
十
二
年
（
一
八
七
三
）
に
、
布
業
公
所
が
一
手
取
引
し
て
い
た
の
が
、
官
辧
と
な
り
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
　
さ
ら
に
、
布
業
公
所
が
記
録
し
た
「
重
建
布
業
得
月
楼
綺
藻
堂
碑
」
に
は
、
　
　
入
國
朝
康
煕
年
、
園
（
上
海
・
豫
園
）
帰
邑
廟
、
廟
后
得
月
楼
、
属
之
布
業
。
堂
在
楼
之
下
、
前
人
顔
之
曰
綺
藻
、
…
布
業
以
之
為
議
事
辧
公
之
所
。
…
自
道
光
三
十
年
庚
戌
、
承
辧
供
布
、
奉
憲
設
協
和
公
局
。
咸
豊
三
年
癸
丑
、
遭
會
匪
之
乱
、
…
事
定
后
、
就
居
他
所
。
咸
豊
八
、
九
年
間
、
構
前
楼
一
所
。 
同
治
十
二
年
甲
戌
、
供
布
統
帰
官
辧
、
事
簡
人
稀
、
乃
移
而
西
止
于
此
。
遷
延
者
数
載
。
光
緒
九
年
癸
未
春
、
落
石
北
滸
、
築
環
垣
。
…
経
始
于
十
七
年
辛
卯
三
月
、
至
二
十
年
甲
午
落
成
。
上
為
得
月
楼
、
下
為
綺
藻
堂
、
復
舊
観 
也 
。
　
⑧
と
あ
り
、
上
海
の
布
業
公
所
の
基
礎
は
清
・
康
煕
年
間
（
一
六
六
二
一
七
二
二
）
に
上
海
豫
園
に
附
設
し
て
設
け
ら
れ
た
得
月
楼
に
始
ま
り
、
道
光
三
十
年
（
一
八
五
〇
）
に
は
政
府
御
用
の
た
め
棉
布
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
治
十
二
年
（
一
八
七
三
）
に
布
業
公
所
に
よ
る
棉
布
の
上
供
が
、
官
府
自
身
に
よ
る
調
達
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
そ
の
こ
と
は
「
事
簡
人
稀
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
業
務
が
縮
小
し
、
従
業
者
も
激
減
し
た
こ
と
を
端
的
に
著
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
　
道
光
二
十
四
年
（
一
八
四
四
）
の
上
海
綺
藻
堂
布
業
公
所
の
『
關
荘
牌
簿
』
に
は
、
上
海
の
棉
布
を
専
門
に
扱
う
棉
布
号
と
し
て
　
　
周
益
大
、
郁
森
盛
、
唐
恒
美
、
林
大
成
、
倪
徳
成
、
徳
大
號
、
王
永
盛
、
協
美
號
、
萃
昌
號
、
順
昌 
號 
　
⑨
等
八
十
五
戸
の
名
前
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
周
益
大
は
道
光
二
十
四
年
（
一
八
四
四
）
当
時
、
上
海
に
来
航
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
船
と
取
り
引
き
し
て
い
た
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二
五
「
周
益
大
布
店　　　
 
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
　
光
緒
十
五
年
（
一
八
七
九
）
の
上
海
綺
藻
堂
布
業
公
所
の
『
同
業
牌
號
簿　　　
 
』
に
は
、
　
　
林
大
成
、
倪
徳
成
、
徳
大
號
、
王
永
盛
、
協
美
號
、
萃
昌
號
、
順
昌
號
な
ど
の
名
前
が
知
ら
れ
る
。
　
そ
の
後
、
光
緒
二
十
年
（
一
八
九
四
）
に
は
新
し
く
布
業
公
所
の
建
物
が
完
成
し
て
、
二
階
を
得
月
楼
、
一
階
を
綺
藻
堂
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
上
海
市 
案
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
上
海
綺
藻
堂
布
公
所
百
年
来
事
蹟
」
に
よ
れ
ば
、
　
　
綺
藻
堂
布
公
所
成
立
於
清
。
分
邑
廟
豫
園
九
曲
橋
之
東
闘
地
一
畝
有
奇
。
創
造
堂
宇
居
同
業
議
事
。
春
秋
奉
祀
、
先
輩
之
公
所
、
位
於
内
園
點
春
堂
萃
秀
堂
之
外
、
秀
雪
堂
之
右
、
湖
心
亭
之
左
、
原
址
居
得
月
楼
舊
日
房
屋
、
於
咸
豊
二
年
間
、
太
平
軍
時
兵
燹
後
、
経
布
業
巨
子
蘇
天
成
號
主
蘇
點
斎
氏
、
首
先
倡
捐
、
同
上
海
王
寶
昆
氏
、
募
集
重
建
得
月
楼
為
同
業
会
所
、
寶
昆
氏
為
業
董
承
辧
、
供
布
差
捐
為
商
収
商
解
。
同
治
三
年
、
上
海
設
立
市
捐
局
委
延
楊
氏
並
衰
理
捐
務
。
光
緒
六
年
時
、
表
家
渡
水
卞
分
設
旱
卞
、
商
民
苦
之
。
無
可
為
無
経
産　　　
 
と
あ
る
。
上
記
の
碑
刻
資
料
と
同
様
に
、
上
海
綺
藻
堂
布
公
所
は
上
海
の
豫
園
の
北
側
に
創
設
さ
れ
た
得
月
楼
に
起
因
す
る
。
咸
豊
二
年
（
一
八
五
二
）
に
お
い
て
太
平
天
国
軍
が
上
海
に
接
近
す
る
中
で
、
棉
布
取
引
の
巨
商
蘇
天
成
等
に
よ
っ
て
得
月
楼
が
重
建
さ
れ
布
業
會
所
と
な
っ
た
。
　
さ
ら
に
同
治
三
年
（
一
八
六
四
）
に
は
上
海
に
市
捐
局
が
設
立
さ
れ
、
光
緒
二
十
二
年
（
一
八
九
六
）
の
「
布
業
同
業
重
得
月
楼
綺
藻
堂
助
銀
行
號
碑
」
に
、
　
　
　
謹
将
同
業
允
助
銀
格
合
規
元
開
列
如
左
。
　
　
　
　
　
　
計　
開
　
　
祥　
泰　
　
助
銀
肆
百
両
　
　
聚　
和　
　
助
銀
伍
百
両
　
　
周
益
大　
　
助
銀
弐
百
両
　
　
林
大
成　
　
助
銀
壹
百
四
拾
両
　
　
屠
元
泰　
　
助
銀
壹
百
参
拾
両
　
　
曹
合
昌　
　
助
銀
参
百
四
拾
両
　
　
王
大
昌　
　
助
銀
弐
百
八
拾
八
両
　
　
祥
生
泰　
　
助
銀
弐
百
両
　
　
恒
乾
仁　
　
助
銀
弐
百
両
　
　
信　
豊　
　
助
銀
壹
百
弐
拾
両
　
　
…
　
　
光
緒
弐
拾
弐
年
歳
次
丙
申
蒲
月　
吉
立　　　
 
と
あ
る
。
こ
の
助
銀
を
行
っ
た
布
行
の
號
名
が
列
記
し
さ
れ
て
い
る
。
助
銀
布
行
の
最
初
に
記
さ
れ
た
號
名
で
あ
る
祥
泰
號
こ
そ
が
、
布
業
公
所
の
総
董
で
あ
っ
た
汪
寛
也
の
店
で
あ
る
。
　
民
国
七
年
（
一
九
一
八
）
七
月
再
版
の
『
上
海
商
業
名
録
』
に
よ
れ
ば
、
　
　
祥
泰
（
土
布
）　
大
東
門
大
街
朝
宗
路
二
二
號
（
中
華
路
西
）　
経
理　
汪
寛
也　　　
 
と
あ
る
。
同
じ
く
『
上
海
商
業
名
録
』
に
、
　
　
布
業
公
所　
城
内
邑
廟
香
雪
堂
四
五
八
號
（
福
佑
路
相
近
）　
総
董　
汪
寛
也　　　
 
と
あ
る
よ
う
に
、
汪
寛
也
は
上
海
で
祥
泰
號
と
言
う
名
で
布
を
取
り
扱
う
店
を
経
営
し
て
い
た
。
さ
ら
に
布
業
公
所
の
代
表
で
あ
る
総
董
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
布
業
公
所
の
総
董
で
あ
っ
た
の
が
徽
州
出
身
の
汪
聲
洪
で
あ
る
。
上
海
市 
案
館
所
蔵
の
「
上
海
綺
藻
堂
布
公
所
百
年
来
事
蹟
」
に
附
載
さ
れ
る
「
寛
也
汪
公
遺
 
































































 
二
六
像
」
に
、
　
　
総
董
汪
公
、
諱
聲
洪
、
字
寛
也
。
休
寧
人
。
祥
泰
布
號
経
理
、
性
杭
爽
快
、
律
己
咸
任
、
公
益
事
勇
。
有
清
之
季
、
供
布
未
罷
、
官
責
布
商
任
運
輸
、
名
曰
津
貼
、
公
目
為
苛
政
。
丁
未
（
一
九
〇
七
）
春
、
合
王
書
田
、
異
暁
耕
紅
、
孫
諸
君
、
稟
請
督
撫
、
咨
部
撤
銷
。
積
年
秕
政
一
旦
豁
、
民
国
紀
元
（
一
九
一
二
）、
公
以
布
捐
、
由 
局
散
、
征
苦
苛
擾
、
不
若
由
同
、
業
分
認
匯
、
節
其
繁
費
。
…
　
　
　
甲
子
十
二
月
二
十
二
日
帰
道
山
…
　
　
中
華
民
國
十
四
年
夏
旨
四
月　
胡
方
鍔　
李
慶
高　
曁
全
體
同
業
謹
識　　　
 
と
あ
る
。
こ
れ
は
中
華
民
國
十
四
年
（
一
九
二
五
）
四
月
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
「
寛
也
汪
公
遺
像
」
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
布
業
公
所
の
総
董
で
あ
っ
た
の
が
汪
寛
也
で
あ
る
。
彼
は
諱
が
聲
洪
で
、
字
が
寛
也
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
出
身
が
安
徽
省
の
休
寧
で
あ
っ
て
、
祥
泰
布
號
の
経
理
で
あ
っ
た
。
彼
は
極
め
て
頼
み
と
す
る
人
物
で
あ
り
、
虐
政
に
も
厳
し
く
注
視
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
汪
寛
也
は
徽
州
商
人
の
系
列
に
連
な
る
人
物
で
あ
る
。
　
汪
寛
也
は
甲
子
即
ち
民
國
十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
二
月
二
十
二
日
に
没
し
て
い
る
。
　
汪
寛
也
が
経
理
を
勤
め
た
祥
泰
布
號
は
道
光
・
咸
豊
期
の
一
八
五
〇
年
頃
に
五
〇
〇
元
の
資
本
を
も
と
に
起
業
し
、
一
九
二
五
年
ま
で
の
七
五
年
に
わ
た
っ
て
営
業
を
行
っ
た
布
號
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る　　　
 
。
こ
れ
に
対
し
て
林
大
成
は
乾
隆
年
間
に
開
設
さ
れ
た
老
舗
で
あ
る　　　
 
。
祥
泰
布
號
は
汪
寛
也
の
死
去
と
と
も
に
閉
店
し
た
よ
う
で
あ
る
。
　
祥
泰
布
號
が
買
い
入
れ
た
棉
布
は
、
上
海
周
辺
の
近
郊
農
村
か
ら
で
あ
っ
た
。
浦
東
の
三
林
塘
、
六
里
橋
、
北
蔡
、
周
浦
、
川
沙
で
あ
り
、
西
北
は
北
新
�
、
諸
瞿
、
南
翔
、
真
如
で
あ
り
、
西
南
は
七
寶
、
南
は
劉
華
、
閔
行
。
北
は
呉
淞
江
、
江
湾
、
大
場
な
ど
の
地
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
か
ら
小
布
を
大
量
に
仕
入
れ
て
販
売
し
て
い
た　　　
 
。
ま
た
祥
泰
布
號
は
沙
船
を
一
隻
所
有
し
、
も
っ
ぱ
ら
東
北
方
面
に
棉
布
を
輸
送
し
売
却
し
、
東
北
地
方
か
ら
豆
油
な
ど
を
上
海
に
も
た
ら
し
て
い
た
が
、
祥
泰
布
號
の
業
務
の
上
で
沙
船
経
営
は
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た　　　
 
。
　
天
津
で
発
行
さ
れ
た
報
紙
で
あ
る
『
國
聞
報
』
第
一
号
、
光
緒
二
十
三
年
十
月
初
一
日
（
一
八
九
七
年
一
〇
月
二
六
日
）
に
よ
れ
ば
、
　
　
営
口
新
聞　
民
船
進
出
口
減
数
○
営
口
為
東
三
省
水
道
咽
咽
、
商
舶
咸
集
、
帆
檣
林
立
、
従
前
民
船
、
毎
歳
進
口
、
約
計
二
千
余
艘
、
有
時
多
至
三
千
以
外
、
中
外
通
称
以
来
、
輪
船
漸
多
、
民
船
漸
少
。
上
年
計
到
八
百
號
。
と
あ
る
。
東
北
地
方
の
海
の
玄
関
に
当
た
る
営
口
に
は
沿
海
各
地
か
ら
の
商
船
が
参
集
し
、
帆
船
の
帆
柱
が
林
立
す
る
状
況
が
見
ら
れ
、
以
前
は
毎
年
二
千
隻
以
上
の
民
船
が
、
多
い
と
き
で
は
三
千
隻
以
上
に
も
及
ん
で
い
た
。
し
か
し
対
外
開
放
に
よ
り
外
国
等
の
蒸
気
汽
船
が
来
航
す
る
よ
う
に
な
っ
て
民
船
の
来
航
数
が
激
減
し
て
い
た
。
そ
し
て
光
緒
二
十
二
年
（
一
八
九
六
）
に
は
八
百
隻
に
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
　
営
口
を
は
じ
め
と
す
る
現
在
の
遼
寧
省
沿
海
の
海
港
へ
上
海
か
ら
の
沙
船
が
多
く
来
航
し
て
い
た
。
上
海
で
発
刊
さ
れ
て
い
た
報
紙
で
あ
る
『
中
外
日
報
』
第
八
十
八
号
、
光
緒
二
十
四
年
九
月
二
十
九
日
（
一
八
九
八
年
一
一
月
一
二
日
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
本
埠
新
聞　
南
市　
花
布
走
運
○
邇
來
本
埠
花
布
、
装
往
営
口
者
、
皆
獲
厚
利
、
昨
有
南
市
各
號
、
接
得
北
信
、
因
将
氷
凍
、
故
各
號
将
花
布
三
萬
包
有
奇
、
走
於
日
内
装
輪
船
運
往
銷
售
。
と
あ
る
。
上
海
の
南
市
か
ら
は
沙
船
が
長
ら
く
上
海
の
棉
花
布
を
積
載
し
営
口
に
赴
 
































































 
二
七
き
高
利
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
報
紙
の
内
容
は
昨
日
東
北
か
ら
の
連
絡
で
、
営
口
附
近
の
港
湾
が
寒
さ
の
た
め
凍
結
し
て
い
る
の
で
、
南
市
各
店
の
棉
花
布
お
よ
そ
三
萬
包
み
を
蒸
気
汽
船
で
営
口
に
輸
送
す
る
と
言
う
内
容
で
あ
る
。
上
海
の
南
市
は
清
代
後
期
以
降
に
お
い
て
沙
船
に
よ
る
航
運
業
の
中
心
地
で
あ
り
、
特
に
上
海
か
ら
棉
花
布
を
東
北
に
も
た
ら
し
、
東
北
か
ら
大
豆
産
品
を
上
海
に
も
た
ら
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た　　　
 
。
　
先
に
触
れ
た
布
行
徳
大
號
の
場
合
も
積
極
的
に
沙
船
航
運
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
『
中
外
日
報
』
の
記
事
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
同
紙
に
よ
れ
ば
一
九
〇
一
年
三
月
二
七
日
か
ら
一
九
〇
二
年
二
月
一
四
日
ま
で
ほ
ぼ
一
年
間
に
上
海
の
南
市
埠
頭
に
入
港
し
た
沙
船
は
徳
大
號
の
み
で
夏
福
順
、
金
永
和
、
金
魁
順
、
金
吉
興
、
金
義
泰
、
金
元
寶
、
金
合
順
、
金
茂
福
、
金
全
順
、
金
長
順
、
金
萬
利
、
周
乾
順
、
朱
源
泰
、
朱
長
興
、
朱
長
順
、
朱
長
利
、
徐
義
順
、
徐
廣
興
、
陳
安
順
、
陳
恒
順
、
陳
合
順
、
陳
信
順
、
陳
寶
順
、
陳
同
順
、
陳
隆
順
、
陳
和
順
、
陳
怡
順
、
陳
馥
順
、
鄭
福
興
、
唐
萬
順
、
陸
同
順
、
陸
廣
順
等
、
実
数
三
二
隻
の
沙
船
を
航
行
さ
せ
四
七
航
海
を
行
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
江
蘇
省
北
東
部
沿
海
の
青
口
と
の
間
で
あ
る
が
、
徳
大
號
の
経
営
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
表
示
す
れ
ば
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。
　
こ
れ
ら
報
紙
の
記
事
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
上
海
棉
花
布
の
一
大
販
路
と
し
 




























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二
八
徳大號沙船航運　記事掲載順
来航地沙船名
刊行月日
（西暦）
中外日
報号数
青口陳和順１９０１．０３．２７　９３９
青口朱長利１９０１．０４．０１　９４４
青口徐廣興１９０１．０４．０２　９４５
青口陸廣順１９０１．０４．０９　９５２
青口金全順１９０１．０４．０９　９５２
青口金合順１９０１．０４．１２　９５５
青口金長順１９０１．０４．１２　９５５
青口陳和順１９０１．０４．１７　９６０
青口朱長利１９０１．０４．２４　９６７
青口陳安順１９０１．０４．２４　９６７
青口陳隆順１９０１．０４．２４　９６７
青口陳合順１９０１．０５．０２　９７５
青口金長順１９０１．０５．０５　９７８
青口陳同順１９０１．０５．１１　９８４
青口陳和順１９０１．０５．１１　９８４
青口陳寶順１９０１．０５．１１　９８４
青口金全順１９０１．０５．１１　９８４
青口陳合順１９０１．０５．２３　９９６
青口陳安順１９０１．０６．０３１００７
青口陳同順１９０１．０６．０３１００７
青口夏福順１９０１．０６．２０１０２４
青口朱長順１９０１．０６．２０１０２４
青口金吉興１９０１．０６．２８１０３２
青口朱長興１９０１．０６．３０１０３４
莱陽陳和順１９０１．０８．２５１０９０
青口唐萬順１９０１．０９．１８１１１４
青口金永和１９０１．１２．０２１１８８
青口陸同順１９０１．１２．０２１１８８
青口鄭福興１９０１．１２．０２１１８８
青口陳怡順１９０１．１２．０５１１９１
青口陳馥順１９０１．１２．０５１１９１
青口陳恒順１９０１．１２．２３１２０９
青口陳和順１９０１．１２．２９１２１５
青口陳安順１９０２．０１．０３１２２０
青口陳同順１９０２．０１．０３１２２０
青口金元寶１９０２．０１．０３１２２０
青口陳馥順１９０２．０１．１５１２３２
青口陳合順１９０２．０１．１５１２３２
泊児金茂福１９０２．０１．２０１２３７
青口金萬利１９０２．０１．２７１２４４
青口周乾順１９０２．０１．２７１２４４
青口金魁順１９０２．０２．０１１２４９
青口金義泰１９０２．０２．１４１２６２
青口徐義順１９０２．０２．１４１２６２
青口朱源泰１９０２．０２．１４１２６２
青口陳信順１９０２．０２．１４１２６２
青口陳恒順１９０２．０２．１４１２６２
青口金魁順１９０２．０２．１４１２６２
徳大號沙船航運　沙船名順
来航地沙船名
刊行月日
（西暦）
中外日
報号数
青口夏福順１９０１．０６．２０１０２４
青口金永和１９０１．１２．０２１１８８
青口金魁順１９０２．０２．０１１２４９
青口金魁順１９０２．０２．１４１２６２
青口金吉興１９０１．０６．２８１０３２
青口金義泰１９０２．０２．１４１２６２
青口金元寶１９０２．０１．０３１２２０
青口金合順１９０１．０４．１２９５５
泊児金茂福１９０２．０１．２０１２３７
青口金全順１９０１．０４．０９９５２
青口金全順１９０１．０５．１１９８４
青口金長順１９０１．０４．１２９５５
青口金長順１９０１．０５．０５９７８
青口金萬利１９０２．０１．２７１２４４
青口周乾順１９０２．０１．２７１２４４
青口朱源泰１９０２．０２．１４１２６２
青口朱長興１９０１．０６．３０１０３４
青口朱長順１９０１．０６．２０１０２４
青口朱長利１９０１．０４．０１９４４
青口朱長利１９０１．０４．２４９６７
青口徐義順１９０２．０２．１４１２６２
青口徐廣興１９０１．０４．０２９４５
青口陳安順１９０１．０４．２４９６７
青口陳安順１９０１．０６．０３１００７
青口陳安順１９０２．０１．０３１２２０
青口陳恒順１９０１．１２．２３１２０９
青口陳恒順１９０２．０２．１４１２６２
青口陳合順１９０１．０５．０２９７５
青口陳合順１９０１．０５．２３９９６
青口陳合順１９０２．０１．１５１２３２
青口陳信順１９０２．０２．１４１２６２
青口陳寶順１９０１．０５．１１９８４
青口陳同順１９０１．０５．１１９８４
青口陳同順１９０１．０６．０３１００７
青口陳同順１９０２．０１．０３１２２０
青口陳隆順１９０１．０４．２４９６７
青口陳和順１９０１．０３．２７９３９
青口陳和順１９０１．０４．１７９６０
青口陳和順１９０１．０５．１１９８４
莱陽陳和順１９０１．０８．２５１０９０
青口陳和順１９０１．１２．２９１２１５
青口陳怡順１９０１．１２．０５１１９１
青口陳馥順１９０１．１２．０５１１９１
青口陳馥順１９０２．０１．１５１２３２
青口鄭福興１９０１．１２．０２１１８８
青口唐萬順１９０１．０９．１８１１１４
青口陸同順１９０１．１２．０２１１８８
青口陸廣順１９０１．０４．０９９５２
て
沿
海
航
運
に
よ
る
東
北
へ
の
流
通
に
沙
船
が
大
い
に
貢
献
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
沙
船
を
汪
寛
也
の
祥
泰
布
號
も
大
い
に
活
用
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
一
九
一
二
年
に
一
五
歳
で
祥
泰
布
號
に
勤
め
た
周
茂
生
の
口
述
に
よ
れ
ば
、
祥
泰
布
號
は
彼
が
勤
め
た
時
に
は
開
設
以
来
六
〇
余
年
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
開
設
時
の
資
本
は
制
錢
で
八
〇
万
銭
、
銀
で
五
〇
〇
元
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
周
茂
生
の
勤
め
た
時
期
に
は
棉
布
業
界
で
は
最
大
の
企
業
に
成
長
し
て
い
た
。
祥
泰
布
號
に
は
職
工
が
一
二
〇
余
名
が
い
て
、
光
緒
二
二
年
、
二
三
年
（
一
八
九
六
、
一
八
九
七
年
）
に
は
営
業
が
一
五
〇
―
一
六
〇
万
両
に
達
し
、
一
年
の
販
売
棉
布
の
額
は
四
〇
〇
万
匹
に
も
の
ぼ
っ
て
い
た
。
し
か
し
日
露
戦
争
以
降
、
祥
泰
布
號
の
業
績
は
漸
次
衰
退
に
向
か
っ
た　　　
 
。
　
二
〇
〇
〇
国
際
徽
学
研
討
会
が
安
徽
省
合
肥
の
安
徽
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
そ
の
際
、
同
大
学
の
徽
学
研
究
中
心
に
所
蔵
さ
れ
る
景
照
本
で
民
国
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
『
徽
寧
思
恭
堂
徴
信
録
』（
第
四
拾
刻
）
を
閲
覧
し
た
。
同
書
に
祥
泰
布
號
に
関
す
る
資
料
が
見
ら
れ
る
。
　
　
上
海
徽
寧
思
恭
堂
記
　
　
宣
徽
多
山
、
犖 
而
少
田
、
商
賈
於
外
者
什
七
八
。
童
而
出
、
或
白
首
而
不
得
返
。
或
中
歳
萎
折 
無
資
、
殯
無
所
、
或
無
以
帰
葬
、
暴
露
於
野
、
蓋
仁
人
君
子
、
所
為
傷
心
、
而
況
同
郷
井
者
乎
。
滬
邑
瀕
海
、
五
方
貿
易
、
所
萃
宣
徽
人
尤
多
。
乾
隆
中
、
好
義
者
、
置
屋
大
南
門
外
、
備
暫
殯
、
此
思
恭
堂
所
託
始
也
。
然
区
隘
苦
、
無
以
給
、
嘉
慶
間
、
諸
司
事
捐
資
、
又
廣
勧
楽
善
者
以
次
、
拡
充
之
始
有
庁
事
丙
舎
、
以
使
辧
公
、
増
塚
地
以
廣
埋
葬
、
儲
費
以
施
帰
柩
。
道
光
中
、
休
邑
汪
方
川
太
守
摂
観
察
、
至
滬
善
之
、
乃
倡
建
西
堂
、
請
免
地
、
徴
諸
茶
商
助
施
衣
衾
、
復
捐
厘
置
産
、
以
裕
経
費
、
於
是
堂
之
制
益
拡
充
矣
。
今
夫
作
事
謀
始
固
人
所
難
、
然
有
其
挙
之
、
而
継
長
増
高
、
以
底
於
美
備
非
実
心
力
、
以
任
労
者
、
孰
能
之
若
夫
美
矣
備
矣
。（
中
略
）
　
　
　
同
治
九
年
歳
在
庚
午
春
二
月
観
察
蘇
松
　
　
　
　
太
使
者
六
安 
宗
瀛
誌
と
あ
る
よ
う
に
徽
州
商
人
は
、
郷
里
が
耕
作
地
と
し
て
は
充
分
な
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の
理
由
と
し
て
、
早
く
か
ら
他
地
域
に
商
業
活
動
の
た
め
に
進
出
し
て
い
た
。
そ
の
一
地
域
と
し
て
、
上
海
も
重
要
な
地
と
目
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
上
海
へ
も
積
極
的
に
進
出
し
て
い
た
。
　
さ
ら
に
、
同
書
の
「
民
国
八
年
歳
次
己
未
休
邑
長
生
愿
捐
洋
数
芳
名
」
に
よ
れ
ば
、
安
徽
省
徽
州
府
休
寧
出
身
の
民
国
八
年
（
一
九
一
九
）
の
商
号
並
び
に
氏
名
が
知
ら
れ
る
。
　
　
民
国
八
年
歳
次
己
未
休
邑
長
生
愿
捐
洋
数
芳
名
列
後
　
　
祥
泰
布
號　
　
　
捐
弐
拾
愿　
　
　
正
記
染
坊　
捐
六
愿　
　
　
　
程
延
章　
　
　
戴
皇
甫　
　
　
　
以
上
各
捐
弐
愿　
程
書
堂　
　
汪
聲
甫　
　
　
　
孫
雲
泉
　
　
許
如
松　
　
　
　
楊
哲
甫　
　
　
　
朱
瑞
光　
　
汪
天
佑　
　
　
　
徐
質
卿
　
　
戴
裕
民　
　
　
　
朱
華
徳　
　
　
　
呉
佛
麟　
　
朱
執
中　
　
　
　
程
嗣
甫
　
　
朱
鴻
翰　
　
　
　
朱
善
卿　
　
　
　
汪
至
賓　
　
呉
輔
臣　
　
　
　
周
茂
生
　
　
黄
仰
賢　
　
　
　
呉
佛
基　
　
　
　
朱
思
栄　
　
鄒
培
坤　
　
　
　
汪
天
益
　
　
程
六
舟　
　
　
　
程
営
青　
　
　
　
邵
陶
之　
　
洪
煥
章　
　
　
　
程
元
松
　
　
以
上
各
捐
壱
愿　
鴻
済
典　
　
　
　
捐
洋
四
元　
振
大
典　
　
　
　
胡
采
生
歙
　
　
 
藍
田　
　
　
　
汪
海
楼　
　
　
　
汪
寛
也　
　
以
上
各
捐
弐
元　
朱
伯
謙　
　
　
程
香
記
績　
　
　
汪
顕
光　
　
　
　
林
予
青　
　
金
玉
書　
　
　
　
呉
序
東
 
































































 
二
九
　
　
程
友
文　
　
　
　
李
裕
成　
　
　
　
汪
鴻
魁　
　
巴
右
箴
歙　
　
　
汪
煥
文
　
　
金
敬
予　
　
　
　
程
恂
如　
　
　
　
胡
綉
夫　
　
汪
禮
三　
　
　
　
汪
吟
濤
　
　
金
舜
臣　
　
　
　
陳
子
雲　
　
　
　
呉
伯
襄　
　
程
品
卿　
程
香
記
績
渓
戊
午
　
　
以
上
各
捐
壱
元　
汪
秋
岩　
　
　
　
汪
介
眉　
　
夏
恂
如　
　
　
　
汪
俊
臣
　
　
汪
学
宏　
　
　
　
汪
和
甫　
　
　
　
程
友
竹　
　
汪
鋳
九　
　
　
　
汪
青
浦
　
　
汪
甘
泉　
　
　
　
金
壽
波　
　
　
　
汪
俊
臣　
　
施
鑑
華　
　
　
　
呉
輔
卿
　
　
汪
慎
言　
　
　
　
汪
馥
卿　
　
　
　
金
達
英　
　
洪
錦
江　
　
　
　
黄
紐
秋
　
　
戴
襄
臣　
　
　
　
兪
家
麟 
　
　
　
兪 
發 
　
胡
昆
木　
　
　
　
程
献
瑞
　
　
朱
士
元　
　
　
　
呉
彩
章　
　
　
　
汪
成
之　
　
倪
雲
書　
　
　
　
章
谷
卿
　
　
孫
鶴
儔 
　
　
　
金
介
眉　
　
　
　
王
介
堂　
　
洪
萬
泰　
　
　
　
汪
伯
勤
　
　
汪
積
寶　
　
　
　
以
上
各
捐
半
元　
葉
均
壽　
　
宋
杰
栄　
　
　
　
程
彦
華
　
　
金
錦
壽　
　
　
　
謝
運
成　
　
　
　
陳
友
賢　
　
洪
進
馨　
　
　
　
程
貢
禹
　
　
朱
嘉
富　
　
　
　
程
成
文　
　
　
　
施
維
垣　
　
王
良
卿　
　
　
　
楊
子
卿
　
　
胡
憲
庭　
　
　
　
呉
恵
民　
　
　
　
汪
康
生　
　
楊
耀
華　
　
　
　
張
子
承
　
　
金
茂
生　
　
　
　
呉
星
橋　
以
上
各
捐
小
洋
四
角　
胡
繍
岩　
　
捐
小
洋
参
角
　
　
　
　
　
五
拾
八
愿
毎
愿　
　
入
銭
弐
拾
千
零
八
百
八
拾　
合
洋
　
　
以
上
大
洋
五
拾
弐
元
　
　
　
　
小
洋
壱
百
零
八
角
　
　
　
　
　
　
　
大
洋
七
拾
弐
元
　
　
以
上
共
収
見　
　
　
　
　
　
　
　
銭
七
拾
文
　
　
　
　
　
　
　
小
洋
五
拾
四
角　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
休
邑
祥
泰
布
號
経
収
と
あ
り
、
上
海
に
設
け
ら
れ
た
徽
州
の
徽
寧
會
館
が
上
海
に
進
出
し
て
き
た
徽
州
商
人
の
相
互
扶
助
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
そ
し
て
祥
泰
布
號
が
「
民
国
八
年
歳
次
己
未
休
邑
長
生
愿
捐
洋
数
芳
名
」
の
最
初
に
記
さ
れ
、
ま
た
汪
寛
也
の
名
も
見
え
る
よ
う
に
二
〇
世
紀
の
初
め
に
お
い
て
も
祥
泰
布
號
は
徽
州
の
休
寧
商
人
の
中
で
は
中
心
的
な
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
四　
小　
結
　
上
述
し
た
よ
う
に
明
清
時
代
に
お
い
て
上
海
を
中
心
と
す
る
地
域
に
お
い
て
棉
布
の
生
産
は
世
界
の
最
高
水
準
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
新
衣
料
の
可
能
性
は
計
り
知
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
新
衣
料
の
需
要
の
拡
大
に
注
目
し
た
商
人
に
徽
州
商
人
が
い
た
の
で
あ
る
。
徽
州
商
人
は
江
南
の
地
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
新
衣
料
で
あ
っ
た
棉
布
を
重
視
し
て
そ
の
取
り
扱
い
に
関
係
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
た
め
新
衣
料
で
あ
る
棉
布
の
主
要
な
取
引
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
上
海
に
進
出
し
た
の
で
あ
る
。
　
上
海
に
お
い
て
棉
布
は
土
布
と
呼
称
さ
れ
、
多
く
の
人
々
の
需
要
を
満
た
し
た
。
そ
の
取
引
の
中
心
的
な
商
業
機
関
が
布
業
公
所
で
あ
り
、
清
末
に
お
い
て
布
業
公
所
の
責
任
者
で
あ
る
総
董
で
あ
っ
た
の
が
汪
寛
也
で
あ
る
。
汪
寛
也
は
諱
が
聲
洪
で
、
字
が
寛
也
で
あ
り
、
出
身
が
安
徽
省
の
休
寧
で
あ
っ
て
、
棉
布
を
取
り
扱
う
祥
泰
布
號
の
経
理
で
あ
っ
た
。
汪
寛
也
は
徽
州
商
人
と
し
て
棉
布
の
商
取
引
を
行
う
の
み
な
ら
ず
、
上
海
に
お
い
て
棉
布
取
引
の
総
元
締
め
的
な
布
業
公
所
の
総
責
任
者
と
な
り
、
そ
の
運
営
に
尽
力
し
た
の
で
あ
っ
た
。
　
上
海
に
お
け
る
棉
布
の
取
り
扱
い
業
務
が
肥
大
化
す
る
過
程
で
布
業
公
所
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
布
業
公
所
の
責
任
者
に
徽
州
商
人
の
汪
寛
也
が
就
任
し
て
い
た
事
実
は
、
明
清
時
代
の
み
な
ら
ず
、
民
国
期
に
お
い
て
も
上
海
に
お
け
る
木
綿
布
業
界
で
は
徽
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
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三
〇
州
商
人
の
支
配
力
が
決
し
て
少
な
く
は
無
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
あ
ろ
う
。
註①　
清
代
に
お
け
る
江
南
の
棉
布
業
に
関
し
て
は
全
漢
昇
氏
「
鴉
片
戦
争
前
江
蘇
的
棉
紡
織
業
」（『
清
華
学
報
』
新
一
巻
三
期
、
一
九
五
八
年
九
月
）
の
詳
細
な
成
果
が
あ
る
が
、
特
に
徽
州
商
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
論
究
し
て
い
な
い
。
　
　
寺
田
隆
信
氏
の
『
山
西
商
人
の
研
究
―
明
代
に
お
け
る
商
人
お
よ
び
商
業
資
本
―
』
（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
七
二
年
一
一
月
）
は
山
西
商
人
が
長
城
辺
域
に
お
い
て
販
運
商
品
と
し
て
棉
布
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
を
論
究
し
て
い
る
。
②　
『
清
経
世
文
編
』
巻
三
十
七
、
戸
政
十
一
。
③　
『
宮
中 
雍
正
朝
奏
摺
』
第
十
六
輯
、
故
宮
博
物
院
印
行
、
一
九
七
九
年
二
月
、
七
四
七
七
四
八
頁
。
④　
O
riental
C
om
m
erce
II
p.
514.
 
         
  
 
               
⑤　
H
.
B
.
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orse:
T
he
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hronicles
of
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E
 
   
   
       
    
                  
ast
India
C
om
pany
T
rading
to
C
hina
           
  
      
           
     
1635-1834,
V
ol.II,
203-204
p.
            
                 
⑥　
『
滬
遊
雑
記　
淞
南
夢
影
録　
滬
有
夢
影
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
五
月
、
二
九
頁
。
⑦　
『
上
海
小
志　
上
海
郷
土
志　
夷
患
備
蒙
記
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
五
月
、
七
六
七
七
頁
。
⑧　
『
上
海
碑
刻
資
料
選
輯
』
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
六
月
、
二
〇
三
頁
。
⑨　
『
江
南
土
布
史
』
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
九
二
年
七
月
、
三
二
一
頁
。

　
王
慶
成
氏
編
著
『
稀
見
清
世
史
料
并
考
釈
』
武
漢
出
版
社
、
一
九
九
八
年
七
月
、
一
五
〜
一
六
頁
。

　
『
江
南
土
布
史
』　
三
二
一
頁
。

　
上
海
市 
案
館
所
蔵
「
上
海
綺
藻
堂
布
公
所
百
年
来
事
蹟
」

　
『
上
海
碑
刻
資
料
選
輯
』
二
〇
五
二
〇
六
頁
。

　
『
上
海
商
業
名
録
』
商
務
印
書
館
、
一
九
一
八
年
七
月
再
版
、
一
九
七
頁
。

　
『
上
海
商
業
名
録
』
三
二
七
頁
。

　
上
海
市 
案
館
所
蔵
「
上
海
綺
藻
堂
布
公
所
百
年
来
事
蹟
」

　
『
江
南
土
布
史
』
三
四
二
、
三
四
三
頁
。

　
『
江
南
土
布
史
』
三
四
二
頁
。

　
『
江
南
土
布
史
』
三
二
六
頁
。

　
『
江
南
土
布
史
』
二
五
四
頁
。

　
松
浦
章
「
晩
清
期
上
海
・
南
市
の
沙
船
航
運
業
」『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
第
四
六
巻
第
一
号
、
一
九
九
六
年
九
月
。

　
『
江
南
土
布
史
』
二
五
四
二
五
五
頁
。
〔
附
記
〕
本
稿
は
二
〇
〇
〇
年
八
月
十
五
日
〜
十
六
日
に
中
国
・
合
肥
の
安
徽
大
学
で
開
催
さ
れ
た
二
〇
〇
〇
国
際
徽
学
研
討
会
で
の
報
告
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
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三
一
